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石井新聞店は、毎日新聞を主体とし地元紙である 

上毛新聞と朝日新聞、産経新聞、東京新聞、日本経済 

新聞及び関係諸紙を扱う新聞店です。当店は、昭和初 

期からこの地で、新聞業を営んで来た、阿久澤家より 

屋号を継承し地域に根ざした”ふれあい”販売をめざして 

おります。 

地域に密着した販売をモットーに、コミ ュニティー作り を積極的にすすめるとともに、地域情報発信をして

まいります。また森永ミ ルク太田（ 森永牛乳販売） も兼営しており ますのでこちらも是非、同様のご愛顧をお

願い申し上げます。皆様からの信頼をいただく事を第一目標に従業員一同、心を込めて対応させて頂きま

す。どうぞ末永くご愛顧賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

事業所名：石井新聞店 

（ 毎日尾島販売㈱） 

代表取締役：石井 一 

事業所：太田市岩松町 1 4 2 -1  

連絡先：0 2 7 6 -5 2 -0 2 0 6  

https://ons.or.jp
mailto:onitta@ons.or.jp


 
 
 

第 5 6 号 

             3 支部合同研修会 開催報告     新田支部副支部長 荻原 丈始 

太田市新田商工会報 ② 

1 0 月 2 3 日、「依存症への理解と関わり方を学ぶ！」というテーマで群馬ダルクを訪問した。ダルクとは、

薬物やアルコール、ギャンブルなど、さまざまな依存症からの回復を支援する施設である。私はこれまで、依

存症というと薬物中毒やアルコール依存のように、特別な人だけが陥る問題だと思っていた。しかし、今回の

訪問を通して、その考えが大きく変わった。 

 特に驚いたのは、「ラーメン依存症」という言葉が出てきたことだった。薬物やアルコールだけでなく、食べ物

やスマートフォンなど、身近なものにも依存が生じるという話を聞き、依存は誰にでも起こりうる身近な現象な

のだと実感した。そのうえで、スタッフの方が話していた「依存症と依存の違いは、日常生活に支障をきたす

かどうか」という言葉が心に残った。たとえば、趣味として好きなことを楽しむだけなら問題はないが、それに

よって仕事や人間関係、健康などが損なわれてしまうと、それは依存症になるという。つまり依存症は、単なる

“好き”や“癖”ではなく、生活を壊してしまう病気なのだ。 

 回復者の方 と々の対話も、とても印象的だった。一見するとごく普通の青年に見える人もいたが、その人は

「社会復帰にはまだ不安がある」と正直に語ってくれた。中には社会に戻る準備を進めている人もいれば、完

全に社会復帰することが難しいと感じている人もいた。依存症の回復は、「治ったら終わり」ではなく、社会と

の関係を取り戻すまでの長い道のりなのだと知った。 

 ダルクのスタッフの方が言っていた「回復に終わりはない」という言葉も印象的だった。依存症は再発のリス

クが常にあるが、それを防ぐために仲間と支え合い、日々の生活を共にすることが大切だという。そこには、依

存症を“個人の弱さ”ではなく、“人とのつながりを通じて支え合うべき病気”として受け入れる姿勢があっ

た。 

 今回の訪問を通して、私は依存症に対する偏見がいかに多いかを感じた。依存症は意志の弱さではなく、

孤独やストレスなど、誰の心にもある弱点がきっかけで起こる。だからこそ、社会全体で理解し、回復者を支え

る環境が必要なのだと思う。 

 群馬ダルクで出会った人々は、それぞれが過去の自分と向き合いながら、少しずつ前へ進もうとしていた。そ

の姿を見て、私は「人は何度でもやり直せる」という希望を感じた。依存症というテーマを通して学んだのは、

誰かを支えることの大切さ、そして人が立ち直る力を信じることの意味だった。今後は、依存という言葉の裏

にある“生きようとする力”に目を向け、人を理解し支えることの大切さを忘れずにいたいと思う。 

 



〇産 FS  アミ戸張り出展 
建設部会では、1 1 月９日（日）に、太田市産業環境フェス

ティバルに出展し、今年も熟練職人の手による網戸の張替
え事業を行いました。 
 地域の皆様からは、「 仕上がりや価格に喜びの声」 をいた
だきました。今後も続けていきますので、来年もぜひお越しく
ださい。 
 
〇建設部会研修 

１０月２３日（木）３０名が国会議事 
堂と神田川クルーズへ行ってきました。 
午前中、議事堂見学の後、笹川代議 
士から説明を受け、国会を身近に感 
じる機会となりました。 

その後、歴史ある建物、江戸城石積、 
墨田川からのスカイツリー等江戸時代 
から現代の建築を視察し建設部員の 

目を肥やす研修となりました。 
 
〇景況・要望アンケート調査 

 ９月厳しい事業環境の実態調査を行い、 
建設部会３８社からアンケートの回答頂き、 
資材価格の高騰・人手不足等に直面して 

おり、消費税減税・技術者確保・リフォーム 
補助・物価高給付金等が求められました。 
 理事会にて、リフォーム補助拡充と下請 

地元事業者への支援求め、上記の通り、 
太田市予算要望に繋げました。 
 

 
 
 
 
  
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 5 6 号 太田市新田商工会報 ③ 

令和８年度予算要望書を太田市長へ提出いたしました 

 去る１１月６日に当商工会の大島会長、坂井副
会長、茂木副会長、木村筆頭理事より 来年度の予
算要望書を太田市長・副市長へ提出いたしました。 
 今回の要望では、物価高等で厳しい経営環境に
ある中小・小規模事業者への支援を推進するため
に、おもに重点５項目について穂積市長と 意見交
換を行いました。 

  ～令和７年度予算要望重点項目～ 
「商工会を中心とした地域中小事業者」 
に対する支援体制拡充 
① 中小企業の自己変革・持続的成長に対する継続的

な支援について 
・物価高・賃上げに対する支援拡充 
・生産性向上に向けた DX や GX 支援 
・適正な価格転嫁及び取引価格の推進 
・創業支援・事業承継の推進についての助成 
・住宅リフォーム補助金の拡充及び公共工事の下請 
企業へ地元事業者を優先支援 
・太田市助成事業等に G ビズ ID を活用・ICT 化 

② 太田市新田商工会館周辺の公共施設整備に伴う
協調について 

・周辺道路の渋滞等を考慮した、道路交通体系の整 
備 

・施設利用者等への対応について、周辺事業者との 
連携・協議 

③ 米国関税措置に対する影響緩和について 
④ 太田市新田商工会館の改築について 
⑤ 市内における商工会区域外の特別会員への対応

について  

建設部会 事業報告       部会長 相川 明生 

 

 
国会議事堂 

 

雨の中のアミ戸張り 

日本橋 

隅田川 



 

商業部会 「 ニッポン全国物産展 2 0 2 5 」 視察研修会 報告 

商業部会部会長 鈴木 浩和 

商業部会では、「 ニッポン全国物産展 2 0 2 5 」 への視察研修会を実施しました。 

令和 5 年から広域の販路開拓支援策として、全国の展示会・商談会への視察研修会を実施してい

ます。 

当日は、商業部会員等１６名が参加し、移動時間を利用してバス車中で自社の紹介や取り扱い商品

のＰＲをするなど参加者間の連携を図りました。 

全国商工会連合会が主催する同物産展は、1 1 月 2 1 日（ 金） 〜2 3 日（ 日） の 3 日間池袋サンシャ

インシティで開催され、厳正された魅力ある店舗が２００者以上出展し、各地の味と名品を販売してい

ます。 

参加者は、会場で売れてる商品の理由や地域特産品の特徴を調査すると共に、自社で使用する販

促品を探索するなど新規顧客開拓に向け精力的に活動しました。 

参加者のう ち、同展示会に出展したいという 企業があり、次年度出展に向けて県連等と調整すること

になりました。 

参加者からは、“初めて見る展示会で刺激になった”や“物産品のデザインやプレゼン方法が参考に

なった”などの声があり販路拡大の機運が高まった視察となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

商業部会 事業報告            部会長 鈴木 浩和 

第 5 6 号 太田市新田商工会報 

（展示会場前で集合写真）   

④

 

 
（展示会場の様子）   

 
（世界のお茶の歴史を聞く様子）   

 
（展示会場の様子）   



 
 
 
 
  
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第 5 6 号 太田市新田商工会報 

☆みんなのふるさとフェスタ a n d やぶ塚かかし祭り へ出店(文化継承委員会) 

11 月 2 日（日）、太田市新田地区で開催された「かかしまつり」では、青年部として射的の出店を行い、

地域住民の皆さまや商工会会員企業と積極的に交流を図りました。当日は多くの来場者でにぎわい、青年

部の活動を地域に広く発信する有意義な機会となりました。 

☆第 2 5 回商工会青年部全国大会岩手大会へ参加（総務広報研修委員会） 

11 月 26 日（水）・27 日（木）岩手県で開催された「青年部全国大会」に県内外の青年部が参加し、そ

れぞれの地域での取り組みや課題、将来への熱い想いについて主張発表が行われました。 

参加部員にとって今後の青年部活動に生かせる大変 

貴重な経験となりました。 

             青年部事業報告                 部長 釘村 昌志 

⑤ 

〇工業部会 忘年会の開催（ KIZUNA 委員会 立川和幸委員長）  

1 2 月 1 0 日（ 水） 、藪塚の倉寿司さんで PR 忘年会を開催しました。 

当日は部会員 3 4 名が参加し、それぞれの会社や事業の PR を行い、交流や情報交換を行いました。 

今回、工業部会の会合に初めて参加してくださった方も多数おり、GET 委員会で行っている情報発信

や勉強会、TRY 委員会で行っている視察研修、KIZUNA 委員会で行っている親睦会など部会の雰囲気

を存分に知っていただけたと思います。 

景気が厳しい状況がこれからも続くと思いますが、横のつながりを活かして乗り越えていく一助になれ

るよう 、情報発信や交流を続けていきますので、部会員の皆さまは機会があり ましたらぜひご活用くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～令和 7 年度卒業生（敬称略）～～～～～ 
・新井 洋臣  ㈱セレモあらい  
・川村 ひさよ 腰痛専門整体院ナチュラル 
・髙木 淳雄  Sleek hair 
・南雲 智康  ㈱N A G U M O 
・奈良部 建二 ㈱奈良部総業 
・畠山 孝洋  ㈲花よ志 
・町田 和哉  ㈱町田野菜園 
・村田 伸行  村田自動車整備工場 

 

            工業部会事業報告                  部会長 齋藤 学 





拝啓 師走の候、皆様におかれましてはますますご健勝のことと 

お喜び申し上げます。 

本年も早いもので残りわずかとなりました。今年 1 年、会員 

各位のご協力により、商工会活動ができましたことに、心より 

感謝申し上げます。 

物価高、賃上げ、人手不足など中小事業者にとっては、大変厳しい年でした。しかし、その中で

地域経済の活性化や地元商工業の振興に向けて、様々な取り組みが進められたのも、皆様のご

支援とご尽力があってのことと感じております。 

来年は、商工会 2 0 周年の節目に向かいます。引き続き会員の皆様と共に、地域の活性化を目

指して邁進して参る所存でございます。 

令和８年１月 1 9 日には、新年会・新春講演会を催しますので、多くの皆様と新年を祝い、新た

な気持ちで、皆様に役に立つ商工会を推進したいと思います。 

結びに、変わらぬご指導とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げますと共に、皆様にと

って新しい年が、幸多き年となりますよう心よりお祈り申し上げます。 

敬具 

太田市新田商工会   会長  大島 和之 

コラム 2 0 2 5 .1 1 .7  

今年の猛暑はこのまま続くのではないかと思わせるほどの暑さでしたが、寒さも増してきた今般、

いかがお過ごしでしょうか。 

さて、年末にガソリン・軽油の暫定税率が廃止になるといった朗報が報道されました。 

一般の方や運送関係は、大変助かると思います。 

1 0 月 2 1 日に高市内閣が発足し、あっという間にこの結果で、今までは何だったのか？ 

少し民意に向いた事をやってくれるのではないかと、少し期待はしておりますが、 

暫定税率代替財源について、他の名目で同じような課税を課せば本末転倒となります。 

暫定税率廃止も含め、国民の気持ちが前向きになるよう期待したいものです。 

末尾となりますが、会報が届く時期は、師走の時期となるとのことから、交通事故など 

起こさないよう体調もご留意いただき、良い年をお迎えください。 

広報委員会委員長 荻原 滋 

 
 
 

 
  
 

 

 
 
 
 

 

 

 

年末のごあいさつ     会長 大島 和之 

第 5 6 号 太田市新田商工会報 ⑦ 

委員長コラム は～い しげるちゃん 



編
集
後
記 

時間はいずれも午前９時半～１１時 5 0 分 
午後１時 1 0 分～３時半です。 
※完全予約制のため、必ず予約の連絡をお願い
します。 
※お持ちいただく書類については、各会場へお問い
合わせください。 
   

開催日 令和 8 年 1 月６日（火）、７日（水）、8 日（木）  

会場 本所／商工会館（６日、８日）  

尾島支所／太田市尾島庁舎内（6 日）  

藪塚支所／太田市藪塚本町庁舎内（7 日、8 日）  

 

開催日 会場 

令和８年２月 1 6 日（月） 藪塚支所 

         １９日（木） 本所 

         ２５日（水） 尾島支所 

         ２７日（金） 本所 

       ３月３日（火） 藪塚支所 

          ５日（木） 尾島支所 

          ９日（月） 本所 

          １１日（水） 藪塚支所 

 
  
 
 
 

令和７年 令和８年 

12/26 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 

通常営業 年末年始閉所（9 日間） 通常営業 

第 5 6 号 太田市新田商工会報 ⑧ 

 世界情勢が不安定さを増す中、事実に基づかない歴史認識や力による威圧が国際社会で大

きな問題となっています。こうした動きに流されることなく、正しい歴史を学び、自らが考え判断

し行動する力が必要ではないかと考えます。国内で互いに足を引っ張り合うのではなく、今こ

そ一丸となり先人たちが築き上げてきた精神を受け継ぎながら 商工業を発展させより強い日

本を構築して行くべき時です。そして次世代へ誇れる街づくりを進めていきましょう。  

                            太田市新田商工会 広報委員会 戸谷 剛志 

時間はいずれも午前１０時～正午、午後１時～３時です。 
※完全予約制のため、必ず予約の連絡をお願いします。 
※お持ちいただく書類については、各会場へお問い合わせください。 
 

＊＊e-Ta x（ 電子申告） の利用をぜひご検討ください！＊＊ 
e -Ta x では、送信日付や受付番号が確定申告書に印刷され、収受日付印の代わりになり便利で
す。 

年末年始の閉所予定 

～各指導会のご予約等はこちらです～ 
本所    ☏0 2 7 6 -5 7 -3 5 3 5  
尾島支所☏0 2 7 6 -5 2 -0 3 3 4  
藪塚支所☏0 2 7 7 -7 8 -2 9 0 9  

青色決算・申告、消費税申告指導会 

年末調整指導会 


